
議
員
提
出
第
二
十
四
号
議
案

小
中
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
必
修
化
に
対
し
て
支
援
を
求
め
る
意
見
書

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
単
な
る
普
及
に
止
ま
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
分
野
の

拡
大
、
自
動
車
の
自
動
運
転
を
も
可
能
と
す
る
Ａ
Ｉ(

人
工
知
能)

の
開
発
な
ど
、
近
年
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
技
術

の
発
展
は
著
し
く
、
「
第
四
次
産
業
革
命
」
と
も
呼
ば
れ
る
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

新
た
な
二
ー
ズ
に
対
応
し
得
る
人
材
の
確
保
は
、
世
界
的
に
も
共
通
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
我
が
国
に

お
い
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
得
る
人
材
を
育
成
す
る
上
で
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
向
上
は
不
可
欠
な
も
の
で

あ
る
が
、
二
〇
一
六
年
に
経
済
産
業
省
が
発
表
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
時
点
で
Ｉ
Ｔ
人
材
不
足

数
は
約
十
七
万
人
、
二
〇
三
〇
年
に
は
最
大
で
約
七
十
九
万
人
が
不
足
す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
二
〇
年
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
小
学
校
に
お
い
て
必
修
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
各
都
道
府
県
教
育

委
員
会
に
お
い
て
、
人
材
育
成
、
指
導
内
容
等
に
つ
い
て
、
独
自
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、「
ど

の
分
野
に
力
点
を
置
き
、
い
か
な
る
人
材
を
養
成
す
べ
き
か
」
と
の
課
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
地
域

問
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
も
、
中
核
と
な
る
指
導
内
容
に
つ
い
て
は
全
国
共
通
の
も
の
と
な
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

一
般
家
庭
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
機
器
の
普
及
は
著
し
く
、
児
童
生
徒
た
ち
は
幼
少
期
よ
り
一
定
程
度
Ｉ
Ｔ
機
器

に
接
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
中
で
、
教
員
に
求
め
ら
れ
る
技
能
は
自
ず
と
高
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
近
年
、
特
に
顕
著
と
な
っ
て
い
る
教
職
員
の
多
忙
化
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
と
な
り

か
ね
ず
、
外
部
人
材
の
活
用
な
ど
、
人
的
あ
る
い
は
財
政
的
支
援
が
必
要
と
な
る
。

従
来
、
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
機
器
の
整
備
は
、
主
に
基
礎
自
治
体
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
自

治
体
の
財
政
力
に
よ
り
整
備
状
況
に
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

に
お
い
て
、
自
治
体
間
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
も
、
指
導
上
必
要
と
な
る
機
器
の
整
備
な
ど
に
対
す
る

財
政
措
置
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
小
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業
を
先
行
実
施
し
て
い
る
一
部
基
礎
自
治
体(
千
葉
県
柏
市
な

ど)

に
お
い
て
先
行
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
の
整
合
性
な
ど
、
既
に
い
く
つ
か
の
課
題
が
散
見
さ
れ

る
。よ

っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
早
期
に
実
現
を
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

早
期
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
指
導
の
概
要
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

二

円
滑
な
指
導
を
行
う
た
め
、
自
治
体
間
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
措
置
を
行
う
こ
と
。

三

民
間
の
人
材
の
積
極
的
活
用
が
困
難
な
場
合
や
、
小
規
模
な
自
治
体
な
ど
に
お
い
て
適
正
な
人
員
配
置

が
困
難
な
場
合
な
ど
で
は
、
広
域
で
の
対
応
を
認
め
る
な
ど
弾
力
的
な
人
材
配
置
を
認
め
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
七
日
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